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地方会における産業保健看護職の学会発表を促進するオンライン研究セミナー 

ガイドラインステップ 

キーワード 

・ 学会発表の促進 

・ オンライン研修 

・ 参加型継続型研修 

・ 看護職のスキル向上 

・ 地方会学会の活性化 1～3，15～16 

改善・取組

みの背景と

課題 

産業保健看護職は学会で最も多くの割合を占めるにも関わらず、学会での発表経験のない

者が多い。東海地方会学会では「研究相談コーナー」を設置しているが、2022 年および 2023

年の看護職の利用は 1 名と 3 名にとどまっていた。 

また、産業保健看護専門家制度では、産業保健看護の“登録者”が“専門家”にレベルアッ

プする条件の一つに「筆頭者としての学会発表」を設定しており、地方会産業保健看護部会で

もその強化が必要と考えた。東海地方会学会における、産業保健看護職（実践家）からの一般

演題は 2022 年度 16 演題中 3 演題、2023 年度 20 演題中７演題である。これも学会事務局

から個別に一般演題への登録を依頼した結果であり、地方会学会の活性化も課題であった。 

 

改善・取組

みの着眼点 

学会発表はより主体的な参加となる。産業保健看護職（実践家）には研究という枠にとらわ

れず、日ごろの実践活動のプロセスや成果を整理して学会発表するスキルを身につける研修が必

要と考えた。また、教職ではない看護上級専門家から研究活動への助言は難しいとの声があった

ため、学会発表への助言方法を学ぶ機会になるとも考えた。 

東海地方会産業保健看護部会の研究推進班（看護教員 3 名）では地方会の産業保健看

護職を対象として「学会で発表しよう！」という基礎セミナーを企画した。企業等に所属する産業

保健看護職が参加しやすいように、①土曜日開催で地方からもアクセスしやすい“オンライン”セミ

ナー、②複数回に分けてスモールステップで学会発表までのプロセスを学ぶ、③部会の研究推進

班（大学教員）をファシリテーターとしたゼミ形式の“参加型”セミナー、を考案した。毎回のゼミは

同じファシリテーターと参加者で構成し、脱落防止やグループダイナミクスの効果も狙った。 

 

 

 

 

 

 

 改善・取組

みの概要 

[主な対象者] 東海地方会所属の産業保健看護職（実践家）で、1 年以内に学会発表を希

望する者。 

[リクルート] 2024 年 1 月、東海地方会のメルマガ配信およびホームページに掲載。 

[プログラムの概要] Zoom を用いたオンライン研修 

⬧ 120 分×4 回シリーズ（3 月、5 月、7 月、9 月）の土曜日開催 

⬧ 2024 年度東海地方会学会（11/30）、または全国協議会での発

表を目標としてタイムラインに沿ったスモールステップでの継続ゼミ 

⬧ 各回のテーマ 

第 1 回 日頃の実践活動からテーマを見つけよう 〈テーマ選定〉 

第 2 回 抄録の書き方ポイントをおさえよう 〈抄録作成〉 

第 3 回 演題登録しよう 〈抄録のブラッシュアップ〉 

第 4 回 発表のコツをつかもう 〈発表媒体の作成方法〉 

 

 

 

 

 

 

 

  



写真・図表・ 

イラスト 

⬧ セミナーの構成: 講義 20 分 + グループワーク 60 分 + まとめ 20 分 

⬧ 講義：テーマに合わせた重要ポイントを解説（図は第 1 回講義資料の一部） 

⬧ グループワーク：参加者のうち 1 名がモデル事例を発表し、そのブラッシュアップ方法について

グループでディスカッション。ファシリテーターが

助言する。 

⬧ 終了時に「課題」を提示し、提出抄録から

次回のプレゼン候補を選定した。 

⬧ グループ数（3～4）に、それぞれファシリテー

ターを１～2 名配置した。 

 

 

 

効  果 

⬧ 参加申込者：32 名。（産業保健看護専門家の登録の有無は不明） 

⬧ セミナー参加者：第 1 回 25 名、第 2 回 21 名、第 3回 21 名、第 4 回 16 名。 

⬧ 申込時の学会発表経験： 0 回（17 名、54%）、1 回（7 名、23%） 

⬧ セミナー終了時のアンケート（回答 13 名）：➀学会演題登録者 7 名, 今後発表予定 5

名、②セミナーへの満足度； 満足 11 名（85％）、やや満足 2 名（15％） 

⬧ 2024 年度東海地方会学会の一般演題 18 題のうち 8 題が本セミナー受講者であった。発

表者の会場での様子から初めての発表者が多かったと推察される。 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

⬧ 本セミナー方式は、産業看護専門家制度における個別指導と比較して、上級専門家の負

担軽減と同時に、参加者が様々な事業場での取り組み内容を共有し、お互いに励まし合

うことにより、学会発表へのモチベーション向上にも寄与したと考えられる。 

⬧ 当初の予想（15 名）より申込者が多かったため、地方会産業保健看護部会員より３名の

看護教員を追加し、6 名の企画運営体制とした。当日は１名が事務や Zoom 管理を担

当、3～4 名が当日のファシリテーターを務めた。講師やファシリテータ―以外にも毎回のセミ

ナー開催や課題提出等の周知等、参加者との連絡調整作業は予想以上に多かった。 

⬧ Zoom は地方会契約のアカウントを利用した。講師を含め企画運営委員は全て地方会部

会員で、資料も電子ファイル配信としたため、費用はかかっていない。 

⬧ 本セミナーの効果を確実に検証するために、セミナー前後の記名式調査や看護専門家の

登録者から専門家へアップ、地方会学会以外の総会や全国協議会での発表を確認する

追跡調査の必要性が今後の課題である。 

⬧ 2025 年度は地方会学術推進委員会との共同開催に変更し、医学科教員や衛生管理

者、産業保健看護職（実践家）等を含む 10名運用体制に拡大した。また、広報や Zoom

担当を置き、抄録の提出用の google box を設置する等、作業の分業化・効率化を図っ

た。地方会学会研究相談コーナーとの連携、実践家をファシリテーターに追加して、持続可

能な運営体制への見直しを図った。参加者からは好評で 2026 年度も継続事業となった。 

⬧ 同様の悩みを抱える他地方会の産業保健看護部会の参考事例になれば幸いである。 
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